
①潜伏期：１0－12日

②前駆期（カタル期）： 2－4日

発熱（38－39℃）、倦怠感
上気道炎症状（鼻水・咳くしゃみ等）
結膜炎症状（結膜充血、目やに、光をまぶしく感じる）

③コプリック斑：発疹出現の１－３日前に出現し2-3日で消失

頬の内側に白い粟粒のような発疹がみられる。
この時期に一旦解熱傾向 になる。

④発疹期：１週間－１０日

再び高熱になる。風邪用の症状も再び強くなる。

同時に麻しん特有の発疹が出てくる。
まず首の後ろの方から出はじめ、
顔面、上肢、胸部に広がる。

発疹は赤く少し盛り上がって
いるが、皮膚を圧迫すると消える。
日にちが経ってくると発疹が

色素沈着し、圧迫しても色が残る。

⑤回復期：高熱や発疹が１週間ほど続く

全身に広がった発疹はやがて融合して暗赤紫色の発疹と
なり、徐々に消失しながら治癒に向かいます。
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５月のこどもまつりにご参加いただいた方、ありがとうございました。
楽しんでいただけましたか？

6月はよさこいソーラン祭りや神宮祭りなど楽しいイベントがたくさんですね！
そらいろこどもまつり、次回は９月の予定です。お楽しみに★☆

クリニック通信

発行：そらいろこどもクリニック今流行している麻しん（はしか）。今回は麻しん（はしか）という病気・ワクチンについてまとめてみました。

麻しんの発生状況について

2026年の日本国内における麻疹（はしか）の累積報告数は、

5月上旬時点で400例を超え、過去10年で最多規模の
流行となっています。
東京都をはじめとする

関東圏や西日本など
広範囲で感染が拡大しており
約8割が15歳〜49歳を

中心とした活動世代です 。

麻しんとはどのような病気？

麻疹ウイルスによる急性熱性発疹性ウイルス疾患です。

感染力が極めて強く、死亡することもある重症の感染症です。
空気感染、飛沫感染、接触感染いずれの方法でも感染します。

症状の現れ方（どのように経過するのか）

治療方法について

残念ながら特効薬はありません。

対症療法（それぞれの症状を和らげる治療）と２次感染
による合併症の治療が中心となります。

合併症について

①クループ：喉の奥の喉頭という部分に炎症が起こります。

②肺炎：麻しんの症状出現中だけでなく麻しんが治癒したか
に見えた後にも重症な肺炎がみられることがあります。

③脳炎：発疹出現後２－７日くらいで発症することが多く、
頻度は1-2／2000人くらいです。

④亜急性硬化性全脳炎（SSPE）：麻しん罹患後に体内で
ウイルスの持続が起こると脳細胞が傷害されて

しまう疾患です。麻疹罹患後約7年くらいしてから
発症します。割合は10万人に1人くらいです。

ワクチンについて

定期接種
【第1期】生後12～24ヶ月未満

【第2期】5歳以上7歳未満で小学校入学前の者
（4/1～3/31の1年間）

この期間外では公費が適応になりません。忘れずに接種しましょう。

麻しんとワクチンの歴史

S53年(1978年)10月～麻しんワクチン定期接種開始

H元年 (1989年)  4月～MMRワクチン定期接種開始
（MMR…麻しん風しんおたふくかぜワクチン）

おたふくかぜワクチン株による無菌性髄膜炎が多発

H５年 (1993年)  4月 MMRワクチン中止
現在国内ではMMRワクチンは使用していない

H18年 (2006年) 4月～MRワクチン定期接種開始

                           （MR…麻しん風しんワクチン) ) 

同年  6月～MRワクチン2回定期接種となる
                           （1歳児、年長児)

H19年 (2007年) ワクチン未接種者・麻しん未罹患者やワクチンを
1回接種したがうまく免疫がつかない人（約5％）、
ワクチンを1回接種したが一旦ついた免疫が、時間の
経過とともに弱くなった人の間で流行が発生

同年 12月 この流行をきっかけに厚生労働省が国内麻しん排除に
向けた取り組みを進めることを告示。

H20～24年度の5年間に限って、中学1年生・高校3年生相当年齢の
者を対象としてそれぞれ2回目の接種が実施された。
（H2年4/2～H12年4/1生の者が対象。それ以降の者は2回定期接種対象者）

H27年 (2015年) 3/27 WHO WPROから麻しん排除状態である
ことが任命される

定期接種外の方の接種について
2回接種していない、または過去に罹患していない方は接種の対象に

なります。現在、麻しん単独ワクチンは国内で不足しており、接種は
MRワクチンになります。風しんの抗体が陽性でも接種は問題ありません。

当院での接種は予約が必要で、1回8500円になります。

公費はお住いの自治体でのみ適応となります

◎全国、北海道、札幌市の患者報告数

年 2025年 2026年

全国 265 18週迄：462

北海道 1 19週迄：2

札幌市 1 19週迄：2

当院では、札幌市在住の方のみ公費が適応です！

近隣市町村にお住まいの方、注意が必要です
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